
子育て･介護･火災予防に関す
る手続きが電子申請できます

　妊娠の届け出や児童手当、保育施設
などの利用申し込み、介護保険、火災予
防の手続きがマイナポータルの電子申
請機能「ぴったりサービス」から電子申
請できるようになりました。準備物な
ど詳しくは公式■■HPで確認してください。
※手続きによっては添付書類の提出や
申請後に来庁が必要な場合があります。
■■問　デジタル化戦略課
(■■TEL 0848-67-6010)

火災に遭遇したときの避難
方法を確認しよう！！

　管内で火災による死亡事案が発生し
ています。火災で亡くなる原因で最も
多いのが「逃げ遅れ」です。外出先で火
災に遭遇したときは、服装や荷物にこ
だわらず、できるだけ早く避難を開始
しましょう。住宅火災･共同住宅･ビル
火災･地下街火災の避難方法を市■■HPで
紹介しています。
■■問　消防本部予防課
(■■TEL 0848-64-5927)

消防情報案内の電話番号
を変更しました

　消防情報案内とは、災害情報や消防
に関する情報を音声で案内するサービ
スです。この電話番号を■■TEL 0570-070-
119に変更しました。
※詳しくは消防本部■■HPで確
認してください。

４月利用分から下水道の
使用料金がかわります

　三原･本郷地域、大和地域でそれぞ
れ、4月利用分から下水道の使用料金
が変更となります。料金の算定方法な
ど詳しくは市■■HPで確認してください。
※水道料金の変更はありません。
■■問　下水道整備課(■■TEL 0848-
67-6049)

フルーツライドみはら竜王山
ヒルクライムを開催します

■■時　5月14日(日)
■■内　全長4.6㎞のヒルクライムコースの
タイムトライアル
■■対　小学5年生以上
■■申　4月30日(日)までに応募フォームから
■■問　フルーツライドみはら実
行委員会 (■■TEL 0848 - 67 -
6444)

公式■■HP ➡

市■■HP ➡

市■■HP ➡

市■■HP ➡

応募フォーム➡

お知らせ、イベント、募集、制度など、生活に関する情報をあつめました。

Anything
information な ん で もな ん で も 掲 示 板掲 示 板「三原市地域スポーツ活動」

参加者募集
■■対　中学生

【種目】5種目(水泳、バドミントン、男
子バレーボール、女子ソフトボール、
サッカー)
※開催日･開催場所･費用など詳しく
は市■■HP で確認してください。
■■申　23日(日)までに市■■HP 掲載の種目ご
との申込先から(要申し込み)
■■問　スポーツ振興課(■■TEL 0848-64-7219)

キオラスクエア広場を利用
してみませんか

　キオラスクエア広場は、JR三原駅前に
あるにぎわいや憩いの場所です。飲食店
イベント、祭り会場、キッチンカー出店
など、さまざまな目的で活用できます。
■■申　利用希望日の1カ月前まで
※テントなどの備品の貸し出しもして
います。

【出店例】
■■時　11時～15時
エリア　1区画(3×6ｍ)
電源　最大4000w利用可能
使用料金　1,200円(税込)

【内訳】
1区画50円/時間×4時間＝200円
電気使用量　500円
申請料　500円
※詳しくは■■HPで確認してく
ださい。
■■問　広場運営者 
㈱KOTOYA
(■■TEL 050-5490-
8337)

➡市■■HP 

➡公式■■HP 

インターネットで人権相談
ができます

　インターネットで人権相談の受け付
けを開始します。専用フォームに相談内
容を入力して送信すると、人権相談員が
後日メールで回答します。匿名でも相談
できるので、気軽に利用してください。

【相談例】差別や虐待、いじめ、
ハラスメント、誹

ひ ぼ う
謗中傷など

■■問　人権推進課(■■TEL 0848-
67-6044)

世界自閉症啓発デーにちなみ
本庁舎をブルーライトアップ

　2日(日)は「世界自閉症啓発デー」、2
日(日)～8日(土)は「発達障害啓発週
間」です。自閉症は、社会性･対人関係の
障害や言葉の発達の遅れなどが特徴的
な、発達障害の一つです。障害について
正しい理解と認識を深めるため、本庁
舎を自閉症のシンボルカラーの青色に
ライトアップします。
■■時　2日(日)～8日(土)19時～22時
■■所　市役所本庁舎
■■問　障害者福祉課(■■TEL 0848-67-6060 
■■FAX 0848-64-2130)

国民年金の保険料
　 令和5年度の保険料は、月額1万
6,520円です。前払いや口座振替によ
る割引制度を利用できます。

【学生の納付特例制度】
申請により在学中の納付が猶予されます。
■■申　市民課(市役所本庁1階)、各支所ま
たは三原年金事務所へ
■■用　年金手帳または基礎年金番号通知
書と、学生証または在学証明書
※4月中に日本年金機構からはがきが届
いた人は、返送することで申請できます。
■■問 市 民 課 ( ■■TEL 0 8 4 8 - 6 7 - 6 0 5 1  
■■FAX 0848-67-6062)

広島県要約筆記者養成講座
受講者募集

■■時　23日(日)開講(全19回)
■■所　尾道市総合福祉センター(尾道市門
田町)
■■内　要約筆記者として必要な知識と技
術の学習
■■対　県内在住または在勤している18歳
以上の人
■■定　 手書きコース、パソコンコース各
15人
■■￥　3,670円(テキスト代)
■■申　14日(金)までに広島県難聴者･中途
失聴者支援協会(■■TEL ■■FAX 兼用082-259-
3327)へ

➡市■■HP 

2023三原ミスやっさ
オーディション参加者を募集

■■対　次の全てを満たす人
①市内在勤･在学または在住の18歳以
上(高校生は除く)②観光アシスタント
として三原市をPRできる③活動につ
いて勤務先の了承を得ることができる
■■申　21日(金)(必着)までに三原やっさ
祭り■■HP から応募用紙を提出
■■問　三原やっさ祭り実行委員会(商工会
議所内■■TEL 0848-62-6155)

第32回三原さつき祭り
さつきステージ出演者を募集

■■時　5月27日(土)10時～17時･28日
(日)10時～16時(予定)※出演時間は
準備･撤収含み20分程度。
■■申　4月14日(金)(必着)までに郵送、フ
ァクスまたは祭り公式L

ラ イ ン
INEで必須事

項(団体名、出演内容、出演人数、出場
希望日時(午前または午後)、担当者名、
連絡先、活動拠点)を記入し、三原さつ
き祭り振興協議会事務局へ。※応募多
数の場合は出場者や出演時間を選別･
調整し、結果を４月下旬に通知します。
■■問　三原さつき祭り振興協議会事務局
(〒723－8555皆実四丁目
8 番1 号三原商工会議所内 
■■TEL 0848-62-6155  ■■FAX 0848-
62-5900)

三原やっさ踊り振興協議会
公開踊り練習

■■時　11日(火)18時30分～19時30分
■■所　ペアシティ三原西館2階
■■問　観 光 課
( ■■TEL 0848 - 67 -
6015 ■■FAX 0848-
64-4103)
※見学･踊りの参
加自由。

➡公式LINE

固定資産税･都市計画税(第1
期)の納期限は5月1日(月)まで

　納税通知書は4月初旬に発送します。
【縦覧帳簿の縦覧】
評価額を比較することができます。
■■時　5月1日(月)まで
■■所　資産税課(市役所本庁2階)、各支所
■■用　運転免許証など本人確認書類
※法人の場合は会社から窓口に来る人
への委任状が必要です。

【所有資産の確認を】
土地や家屋の内容に変更がある場合、
不動産登記の申請が必要です。この申請
や各種申告がされていないことにより、
変更内容が課税に反映されていない場
合があります。納税通知書に添付した土
地･家屋課税明細書を確認してください。

【償却資産の実地調査に協力を】
■■対　市内の事業者(支店･営業所を含む)
■■内　資産台帳の提出や現物照合など
※申告誤りなどの場合、過年度にさか
のぼり修正を行います。
■■問　 資産税課(■■TEL 0848-67-6032 
■■FAX 0848-67-5934)

市民活動団体育成事業の
対象団体を募集

■■対　設立後5年以内で、応募要件を満た
す団体

【補助額】上限5万円(1団体につき2回まで)
※応募の手引きと申請書は地域企画課
(市役所本庁4階)、各支所、市■■HP に用意。
■■申　28日(金)までに申請書な
どを地域企画課(■■TEL 0848-
67-6184)へ

点訳ボランティア養成講座
の受講生を募集

■■時　5月20日(土)～10月14日(土)の毎週
土曜日13時30分～15時30分(全20回)
■■所　サン･シープラザ4階
■■内　点字やパソコン点訳方法の習得
■■対　初めて点字を学ぶ人で、講座修了後
市内で活動できる人
■■定　10人(要申し込み)
■■￥　 1,000円(資料代)
■■申　4月28日(金)までにボランティア･
市民活動サポートセンター(■■TEL 0848-
67-9339 ■■FAX 0848-63-0599)へ

G7広島サミットの開催に伴い
小型無人機の飛行を禁止します

　G7広島サミット開催に伴い、要人の
警備に万全を期すため、小型無人機(ドロ
ーン)の飛行を禁止します。
■■時　4月19日(水)～5月22日(月)
■■問　広島サミット県民会議事務
局総務課(■■TEL 082-225-8168)

市■■HP ➡

➡公式■■HP 

三原だるまを作ろう
■■時　4月29日、5月3日を除く4月･5月の月･
水曜日13時～16時、土曜日10時～13時
■■所　･■■申　･■■問　うきしろロビ
ー(城町一丁目■■TEL ■■FAX 兼用
0848-67-5877)
■■定　各10人(要申し込み)
■■￥　 600円

高齢者向け運動機器の5～
9月利用者を募集します

■■所　本郷保健福祉センター
■■内　運動機器を利用した介護予防トレ
ーニング
■■対　要支援･要介護認定を受けていない
65歳以上の人
■■定　各時間帯5人
※申し込み多数の場合は抽選。
■■申　4月10日(月)までに専用申し込みフォ
ームからまたは高齢者福祉課(■■TEL 0848-
67-6055 ■■FAX 0848-64-2130)へ

※新規利用者と1年以上利用していな
い人は事前講習会への参
加 が必要です。4 月14 日
(金)･21日(金)･28日(金)の
10時から12時に行う事前
講習会を受講してください。

男性の料理教室
■■時　20日(木)10時～13時
■■所　サン･シープラザ3階
■■対　65歳以上で一人暮らし、または介護
をしている男性
■■定　20人(要申し込み)
■■￥　 300円
■■申　13日(木)までに社会福祉協議会
(■■TEL 0848-63-0570)へ

時間 日時(開始日)
①9：30～10：10

毎週火曜日
(5月2日から)②10：10～10：50

③10：50～11：30
④9：30～10：10

毎週金曜日
(5月12日から)⑤10：10～10：50

⑥10：50～11：30

➡専用
申し込み
フォーム

人権標語

ヤングケアラーを知っていますか
　ヤングケアラーとは、「18歳未満の
子どもで、本来は大人が担うような家
事や家族の世話などを日常的に行な
っていることにより、子ども自身がや
りたいことができないなど、子ども自
身の権利が守られていないと思われ
る」ケースを指します。
　令和4年に中高生を対象に市が実施
したヤングケアラーに関するアンケー

トでは、「世話をしている家族がいる」
と回答した中学生が6.3％、高校生は
4.2％おり、ヤングケアラーの疑いが
ある生徒がいることが分かりました。
必要な支援につなげるためには、周囲
の大人がヤングケアラーについて理
解を深め、家庭において子どもが担っ
ている家事や家族のケアの負担に気
付くことが重要です。

きこえてる？ 言われた相手の 心の声  (小学6年生)

人権ひろば

子どもの人権
●子育て支援課●

今月のテーマ

■■問　子育て支援課
(■■TEL 0848-67-6045)

市■■HP ➡
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子育て･介護･火災予防に関す
る手続きが電子申請できます
妊娠の届け出や児童手当、保育施設

などの利用申し込み、介護保険、火災予
防の手続きがマイナポータルの電子申
請機能「ぴったりサービス」から電子申
請できるようになりました。準備物な
ど詳しくは公式■■HPで確認してください。
※手続きによっては添付書類の提出や
申請後に来庁が必要な場合があります。
■■問 デジタル化戦略課
(■■TEL 0848-67-6010)

火災に遭遇したときの避難
方法を確認しよう！！
管内で火災による死亡事案が発生し

ています。火災で亡くなる原因で最も
多いのが「逃げ遅れ」です。外出先で火
災に遭遇したときは、服装や荷物にこ
だわらず、できるだけ早く避難を開始
しましょう。住宅火災･共同住宅･ビル
火災･地下街火災の避難方法を市■■HPで
紹介しています。
■■問 消防本部予防課
(■■TEL 0848-64-5927)

消防情報案内の電話番号
を変更しました
消防情報案内とは、災害情報や消防

に関する情報を音声で案内するサービ
スです。この電話番号を■■TEL 0570-070-
119に変更しました。
※詳しくは消防本部■■HPで確
認してください。

４月利用分から下水道の
使用料金がかわります
三原･本郷地域、大和地域でそれぞ

れ、4月利用分から下水道の使用料金
が変更となります。料金の算定方法な
ど詳しくは市■■HPで確認してください。
※水道料金の変更はありません。
■■問 下水道整備課(■■TEL 0848-
67-6049)

フルーツライドみはら竜王山
ヒルクライムを開催します

■■時 5月14日(日)
■■内 全長4.6㎞のヒルクライムコースの
タイムトライアル
■■対 小学5年生以上
■■申 4月30日(日)までに応募フォームから
■■問 フルーツライドみはら実
行委員会 (■■TEL 0848 - 67 -
6444)

公式■■HP➡

市■■HP➡

市■■HP➡

市■■HP➡

応募フォーム➡

お知らせ、イベント、募集、制度など、生活に関する情報をあつめました。
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参加者募集
■■対　中学生

【種目】5種目(水泳、バドミントン、男
子バレーボール、女子ソフトボール、
サッカー)
※開催日･開催場所･費用など詳しく
は市■■HP で確認してください。
■■申　23日(日)までに市■■HP 掲載の種目ご
との申込先から(要申し込み)
■■問　スポーツ振興課(■■TEL 0848-64-7219)

キオラスクエア広場を利用
してみませんか

　キオラスクエア広場は、JR三原駅前に
あるにぎわいや憩いの場所です。飲食店
イベント、祭り会場、キッチンカー出店
など、さまざまな目的で活用できます。
■■申　利用希望日の1カ月前まで
※テントなどの備品の貸し出しもして
います。

【出店例】
■■時　11時～15時
エリア　1区画(3×6ｍ)
電源　最大4000w利用可能
使用料金　1,200円(税込)

【内訳】
1区画50円/時間×4時間＝200円
電気使用量　500円
申請料　500円
※詳しくは■■HPで確認してく
ださい。
■■問　広場運営者
㈱KOTOYA
(■■TEL 050-5490-
8337)

➡市■■HP 

➡公式■■HP 

インターネットで人権相談
ができます
インターネットで人権相談の受け付

けを開始します。専用フォームに相談内
容を入力して送信すると、人権相談員が
後日メールで回答します。匿名でも相談
できるので、気軽に利用してください。

【相談例】差別や虐待、いじめ、
ハラスメント、誹

ひ ぼ う
謗中傷など

■■問 人権推進課(■■TEL 0848-
67-6044)

世界自閉症啓発デーにちなみ
本庁舎をブルーライトアップ
2日(日)は「世界自閉症啓発デー」、2

日(日)～8日(土)は「発達障害啓発週
間」です。自閉症は、社会性･対人関係の
障害や言葉の発達の遅れなどが特徴的
な、発達障害の一つです。障害について
正しい理解と認識を深めるため、本庁
舎を自閉症のシンボルカラーの青色に
ライトアップします。
■■時 2日(日)～8日(土)19時～22時
■■所 市役所本庁舎
■■問 障害者福祉課(■■TEL 0848-67-6060
■■FAX 0848-64-2130)

国民年金の保険料
令和5年度の保険料は、月額1万

6,520円です。前払いや口座振替によ
る割引制度を利用できます。

【学生の納付特例制度】
申請により在学中の納付が猶予されます。
■■申 市民課(市役所本庁1階)、各支所ま
たは三原年金事務所へ
■■用 年金手帳または基礎年金番号通知
書と、学生証または在学証明書
※4月中に日本年金機構からはがきが届
いた人は、返送することで申請できます。
■■問 市 民 課 ( ■■TEL 0 8 4 8 - 6 7 - 6 0 5 1
■■FAX 0848-67-6062)

広島県要約筆記者養成講座
受講者募集

■■時 23日(日)開講(全19回)
■■所 尾道市総合福祉センター(尾道市門
田町)
■■内 要約筆記者として必要な知識と技
術の学習
■■対 県内在住または在勤している18歳
以上の人
■■定 手書きコース、パソコンコース各
15人
■■￥ 3,670円(テキスト代)
■■申 14日(金)までに広島県難聴者･中途
失聴者支援協会(■■TEL ■■FAX 兼用082-259-
3327)へ

➡市■■HP

2023三原ミスやっさ
オーディション参加者を募集

■■対　次の全てを満たす人
①市内在勤･在学または在住の18歳以
上(高校生は除く)②観光アシスタント
として三原市をPRできる③活動につ
いて勤務先の了承を得ることができる
■■申　21日(金)(必着)までに三原やっさ
祭り■■HP から応募用紙を提出
■■問　三原やっさ祭り実行委員会(商工会
議所内■■TEL 0848-62-6155)

第32回三原さつき祭り
さつきステージ出演者を募集

■■時　5月27日(土)10時～17時･28日
(日)10時～16時(予定)※出演時間は
準備･撤収含み20分程度。
■■申　4月14日(金)(必着)までに郵送、フ
ァクスまたは祭り公式L

ラ イ ン
INEで必須事

項(団体名、出演内容、出演人数、出場
希望日時(午前または午後)、担当者名、
連絡先、活動拠点)を記入し、三原さつ
き祭り振興協議会事務局へ。※応募多
数の場合は出場者や出演時間を選別･
調整し、結果を４月下旬に通知します。
■■問　三原さつき祭り振興協議会事務局
(〒723－8555皆実四丁目
8 番1 号三原商工会議所内 
■■TEL 0848-62-6155  ■■FAX 0848-
62-5900)

三原やっさ踊り振興協議会
公開踊り練習

■■時　11日(火)18時30分～19時30分
■■所　ペアシティ三原西館2階
■■問　観 光 課
( ■■TEL 0848 - 67 -
6015 ■■FAX 0848-
64-4103)
※見学･踊りの参
加自由。

➡公式LINE

固定資産税･都市計画税(第1
期)の納期限は5月1日(月)まで
納税通知書は4月初旬に発送します。

【縦覧帳簿の縦覧】
評価額を比較することができます。
■■時 5月1日(月)まで
■■所 資産税課(市役所本庁2階)、各支所
■■用 運転免許証など本人確認書類
※法人の場合は会社から窓口に来る人
への委任状が必要です。

【所有資産の確認を】
土地や家屋の内容に変更がある場合、
不動産登記の申請が必要です。この申請
や各種申告がされていないことにより、
変更内容が課税に反映されていない場
合があります。納税通知書に添付した土
地･家屋課税明細書を確認してください。

【償却資産の実地調査に協力を】
■■対 市内の事業者(支店･営業所を含む)
■■内 資産台帳の提出や現物照合など
※申告誤りなどの場合、過年度にさか
のぼり修正を行います。
■■問 資産税課(■■TEL 0848-67-6032 
■■FAX 0848-67-5934)

市民活動団体育成事業の
対象団体を募集

■■対 設立後5年以内で、応募要件を満た
す団体

【補助額】上限5万円(1団体につき2回まで)
※応募の手引きと申請書は地域企画課
(市役所本庁4階)、各支所、市■■HP に用意。
■■申 28日(金)までに申請書な
どを地域企画課(■■TEL 0848-
67-6184)へ

点訳ボランティア養成講座
の受講生を募集

■■時 5月20日(土)～10月14日(土)の毎週
土曜日13時30分～15時30分(全20回)
■■所 サン･シープラザ4階
■■内 点字やパソコン点訳方法の習得
■■対 初めて点字を学ぶ人で、講座修了後
市内で活動できる人
■■定 10人(要申し込み)
■■￥ 1,000円(資料代)
■■申 4月28日(金)までにボランティア･
市民活動サポートセンター(■■TEL 0848-
67-9339 ■■FAX 0848-63-0599)へ

G7広島サミットの開催に伴い
小型無人機の飛行を禁止します
G7広島サミット開催に伴い、要人の

警備に万全を期すため、小型無人機(ドロ
ーン)の飛行を禁止します。
■■時 4月19日(水)～5月22日(月)
■■問 広島サミット県民会議事務
局総務課(■■TEL 082-225-8168)

市■■HP➡

➡公式■■HP

三原だるまを作ろう
■■時　4月29日、5月3日を除く4月･5月の月･
水曜日13時～16時、土曜日10時～13時
■■所　･■■申　･■■問　うきしろロビ
ー(城町一丁目■■TEL ■■FAX 兼用
0848-67-5877)
■■定　各10人(要申し込み)
■■￥　 600円

高齢者向け運動機器の5～
9月利用者を募集します

■■所　本郷保健福祉センター
■■内　運動機器を利用した介護予防トレ
ーニング
■■対　要支援･要介護認定を受けていない
65歳以上の人
■■定　各時間帯5人
※申し込み多数の場合は抽選。
■■申　4月10日(月)までに専用申し込みフォ
ームからまたは高齢者福祉課(■■TEL 0848-
67-6055 ■■FAX 0848-64-2130)へ

※新規利用者と1年以上利用していな
い人は事前講習会への参
加 が必要です。4 月14 日
(金)･21日(金)･28日(金)の
10時から12時に行う事前
講習会を受講してください。

男性の料理教室
■■時　20日(木)10時～13時
■■所　サン･シープラザ3階
■■対　65歳以上で一人暮らし、または介護
をしている男性
■■定　20人(要申し込み)
■■￥　 300円
■■申　13日(木)までに社会福祉協議会
(■■TEL 0848-63-0570)へ

時間 日時(開始日)
①9：30～10：10

毎週火曜日
(5月2日から)②10：10～10：50

③10：50～11：30
④9：30～10：10

毎週金曜日
(5月12日から)⑤10：10～10：50

⑥10：50～11：30

➡専用
申し込み
フォーム

人権標語

ヤングケアラーを知っていますか
ヤングケアラーとは、「18歳未満の

子どもで、本来は大人が担うような家
事や家族の世話などを日常的に行な
っていることにより、子ども自身がや
りたいことができないなど、子ども自
身の権利が守られていないと思われ
る」ケースを指します。
　令和4年に中高生を対象に市が実施
したヤングケアラーに関するアンケー

トでは、「世話をしている家族がいる」
と回答した中学生が6.3％、高校生は
4.2％おり、ヤングケアラーの疑いが
ある生徒がいることが分かりました。
必要な支援につなげるためには、周囲
の大人がヤングケアラーについて理
解を深め、家庭において子どもが担っ
ている家事や家族のケアの負担に気
付くことが重要です。

きこえてる？ 言われた相手の 心の声  (小学6年生)

人権ひろば

子どもの人権
●子育て支援課●

今月のテーマ

■■問　子育て支援課
(■■TEL 0848-67-6045)

市■■HP ➡
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